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26 推薦入試対策ロードマップ【小論文＆志望理由書＆面接】 

 

(1) 志望理由書の構成   将来の目標 → その目標に向けた主体的な実践（高校時代に何をしたか？） → その実践によって生じた限界や課題を大学で解決したい。 

(2) 志望理由書の段階    その大学に行きたいのは分かるけど……     関心や問題意識があるのは分かるけど……     学問的な問いを獲得していることが表れている！  

 

(3) 年次計画 

 

年 高１ 高２ 高３ 

鍵 探索（知的探索者に） 探究（自分の問いを持つ） 展開（学びを未来へ） 

月 ４５６７８９10 11 12 １２３ ４５６７８９10 11 12 １２３   ４    ５     ６     ７     ８     ９     10     11    12    １ ２ ３ 

小 論 文 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

志 望 理 由 書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

面 接 

 

 

  

 

 

読 書 

３週に１冊程度を目標とし，新

書レベルの読書を習慣にしてい

く。また，ある程度広い分野に

目を注ぐ。 

【高２前半】関心のある分野の“マスト”の本に触れていく。 

＊ ２週に１冊程度を目標とする。 

【高２後半～】専門書や論文にも触れていく。 

＊ 参考文献としてあげるため，引用元の著書名，著者名，ページ，行などを控えておく。 

 

 ＊ 【体験１】…… 視野拡大型の体験， 【体験２】…… 関心形成型の体験， 【体験３】…… 探究深化型の体験， 【体験４】……問題設定型の体験． 

①まとめる 

型を学ぶ 

（テーマごとに）書いてみる 

②準備する  
探究活動の成果 

と課題のまとめ 

を含む 【文献調査】１冊／週くらいのペース 

【ディスカッション１】４，５月は週１程度 目的：方向づけ 

【ディスカッション２】６月は週２程度 目的：分析・考察 

【ディスカッション３】７月はほぼ毎日 目的：問いの設定 

 
関心のある分野 

の深掘り 

（本・論文） 

完成させる 

 
①，②をまとめ 

てストーリーと 

し，完成 
【チェック１】７月は週１程度 目的：構成の確認 

【チェック２】８月前半は週２程度 目的：論理の確認 

【チェック３】８月後半はほぼ毎日 目的：推敲，完成 

練習 練習 

＊ 主に次の９分野： 

教育・環境・科学・社会・経済・政治・ 

国際・文化・芸術 

⇒ 分野横断的な論点を身につけていく。 

【
体
験
１
】 

【
体
験
２
】 

【
体
験
３
】 

【
体
験
４
】 

論を鍛えていく（本番仕様） 

 
【ポイント１】「興味」ではなく，「問い」や「問いに至る過程」を述べる。 

【ポイント２】価値観や認識が変容した経験を述べる。 

【ポイント３】その問いを大学でどう深めるかという学問的展望を述べる。 

＊ 志望理由書を優先するが，徐々にペースをあげる。         ＊ ↑演習は基本的に毎日１題。 

【チェック１】感想ではなく，根拠を持って論じられているか。      （必要に応じて解説やリライト） 

【チェック２】水平的，あるいは垂直的な具体例が挙げられているか。 

【チェック３】反対意見を踏まえながら，自説の妥当性を論証できているか。 

【チェック４】「第一に～」、「第二に～」のように複数の視点から論じられているか。 

演習 演習 


